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第５号 

（ 県営事業 大宮橋架換工事 平成 23 年 12 月 7 日 開通 ） 



 

 

一般質問 

琴平町議会だより 第4号   －２－   琴平町議会だより 第4号   －２－   琴平町議会だより 第5号   －２－   

町
と
タ
ク
テ
ッ
ク
の
訴
訟
に

於
い
て
町
は
暇
疵
担
保
責
任

か

し

た

ん

ぽ

せ

き

に

ん

を
追
求

し
て
い
る
が
、
先
方
は
薬
剤
師
会
の

成
分
検
査
時
の
参
考
事
項
と
し
て
記

載
し
て
い
る
日
量
142

ト
ン
が
湧
出

量
の
証
明
で
あ
る
と
し
て
、
成
功
報

酬
を
受
け
取
っ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
薬
剤
師
会
は
検
査
に
行
く
２
，
３

日
前
か
ら
連
続
揚
湯
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
と
、
念
を
押
し
て
い
る
の
に
も

係
わ
ら
ず
行
っ
て
い
な
い
。
提
出
さ

れ
て
い
る
揚
湯
試
験
の
デ
ー
タ
は
下

水
道
流
入
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見

る
と
合
致
し
な
い
。
連
続
揚
湯
が
な

さ
れ
て
な
い
湧
出
量
の
検
査
は
無
効

で
あ
る
。
第
一
、
薬
剤
師
会
は
成
分
検

査
機
関
で
あ
っ
て
湧
出
量
の
証
明
機

関
で
は
な
い
。  

問 

現
在
、
係
争
中
の
事
件
に
関
す

る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
顧
問
弁

護
士
と
協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い 

。 

 

そ
の
上
で
、
山
神
議
員
の
主
張
を

お
聞
き
し
、
今
後
の
訴
訟
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
部
分
が
あ
れ
ば
、

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。  

答 

 

温
泉
掘
削 

 

訴
訟
を
問
う
!! 

山神  猛 議員 



 

 

一般質問   

琴平町議会だより 第5号   －３－   

本
町
で
は
国
民
健
康
保
険
特

定
健
診
の
検
診
率
が
目
標
に
達
し
て

お
ら
ず
、
疾
病
の
早
期
発
見
早
期
治

療
を
推
進
す
る
に
は
人
間
ド
ッ
ク
も

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
各
種
が
ん
検
診
の
希
望
調
査
を

行
う
際
に
、
入
間
ド
ッ
ク
の
希
望
調

査
を
併
せ
て
行
い
町
民
の
希
望
状
況

を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

答 

 

(

肺
炎
球
菌
に
関
し
て
は
渡
辺

議
員
へ
の
答
弁
と
同
じ
で
す
。) 

答 

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
と 

 

子
育
て
支
援
策
等
を
問
う 

籔内 伊佐子 議員 

 
 

高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
す
る
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
自
由
診
療
の
対

象
で
あ
り
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
て

い
な
い
。
県
内
市
町
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公
費
助
成
は
、
現
在
６
市
３
町

（
ま
ん
の
う
町
は
期
間
限
定
）
と

な
っ
て
い
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。 

問 

 
 

親
子
関
係
の
絆
の
弱
さ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
昨
今
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
で
絆
を
深
め
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
関
し
て

は
、
先
ほ
ど
の
虐
待
防
止
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
、
親
子
の
絆
を
深
め
る

た
め
に
大
変
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。 

答 ト
の
導
入
は
県
内
の
市
町
で
は
７
割

の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

琴
平
町
の
死
亡
率
は
肺
炎
が

男
女
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

香
川
県
内
の
公
費
補
助
状
況
は
６

市
４
町
が
３
千
円
か
ら
全
額
を
、
公

費
負
担
し
て
お
り
、
早
速
24

年
度
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
「
公

費
助
成
」
の
実
施
を
要
望
す
る
。 

問 答 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
し
て
は
、
任
意
と
さ
れ
て
お
り
本

町
で
は
今
ま
で
助
成
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

今
後
、
近
隣
市
町
の
状
況
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
よ
る
助
成
事
業
の
内
容
等

を
考
慮
に
入
れ
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施
要
求 

渡辺 信枝 議員 
 

 

我
が
町
は
特
定
検
診
の
受
診
率

が
悪
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
何
日
か

に
、
分
け
て
検
診
に
行
く
よ
り
、
一
日

で
終
わ
る
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
も
考

え
て
は
も
ら
え
な
い
か
。
病
気
に
か

か
っ
て
か
ら
の
治
療
よ
り
、
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
「
疾
病
予

防
」
が
重
要
だ
と
思
う
。 

問 
 

 

県
内
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
が
昨
年
、
過
去
最
多
に
の
ぼ
っ
た
。

本
町
の
児
童
虐
待
の
現
状
、
相
談
連

携
、
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
問
う
。 

問 問 

警
察
、
学
校
、
西
部
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
行
い
情

報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
、「
琴
平
町
虐
待
防
止
等
対

策
地
域
協
議
会
」
を
設
立
し
、
虐
待
の

早
期
発
見
や
防
止
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
ネ
グ

レ
ク
ト(

育
児
放
棄)

に
対
応
す
る
た

め
、
保
健
師
に
よ
る
子
育
て
相
談
等

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

答 



 

 

一般質問   

琴平町議会だより 第５号   －４－   

 

琴
平
町
の
小
・
中
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
は
23

年
度
に
お
い
て
、
終

了
し
た
が
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
だ
具
体
的
な
計
画
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
県
下
の
他
市
町
に

お
い
て
は
、
７
市
５
町
が
設
置
、
又
は

工
事
の
計
画
が
予
定
さ
れ
て
お
る
。

本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
環
境

の
中
で
学
業
に
励
め
る
た
め
に
も
早

い
段
階
で
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
要

望
す
る
。 

問 

小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の 

 
 
 
 
 

早
期
設
置
を
!! 

安川  稔 議員 

 

世
間
一
般
・
最
近
の
雇
用
状
況

を
考
え
る
と
、
師
走
の
木
枯
し
の
よ

う
に
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
臨
時
・
嘱
託
・
外

部
団
体
に
65

歳
定
年
制
を
設
け
る

べ
き
だ
と
私
は
思
う
。 

 

も
し
必
要
な
ら
、
民
間
か
ら
雇
用

し
て
は
！ 

問 

65
歳
定
年
制
と 

 
 

天
下
り
の
禁
止
!! 

眞鍋 籌男 議員 
 

 

天
下
り
の
禁
止
・
民
間
活
力
の

導
入
に
つ
い
て
、
日
本
中
、
ど
こ
へ

行
っ
て
も
公
務
員
の
天
下
り
に
つ
い

て
は
厳
し
い
声
が
あ
り
ま
す
。
国
会

で
も
、
し
か
り
で
あ
り
琴
平
町
も
こ

の
際
、
き
っ
ぱ
り
と
天
下
り
に
つ
い

て
は
廃
止
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

町
の
公
金
を
も
ら
っ
て
い
た
職
員

が
、
定
年
後
も
町
の
公
金
を
も
ら
う
。

一
般
の
人
に
も
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

欲
し
い
。 

問 

雇
用
機
会
を
多
く
の
方
に
与

え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
定
の
年

齢
で
代
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
方
で
高
齢
者(

66

歳
以
上)

の
社

会
参
加
の
促
進
や
事
業
の
充
実
と
い

う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
豊
富
な
経

験
や
知
識
・
技
能
の
あ
る
方
を
年
齢

で
縛
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
定
年
延
長
等
の
社
会

状
況
も
考
慮
し
て
総
合
的
に
考
え
た

答 

天
下
り
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、

私
が
就
任
し
て
以
降
、
退
職
職
員
の

斡
旋
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
町
職
員
の
天
下
り
の
禁

止
に
つ
い
て
は
賛
成
で
す
。 

答 

考
え
て
い
ま
す
。  

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
整

備
の
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
近
隣

の
多
く
の
市
町
で
、
す
で
に
設
置
済

み
、
ま
た
は
計
画
中
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
に
つ
い
て
、
財
政
の
厳
し
い
時

期
で
す
が
、
議
会
の
意
見
等
お
聞
き

し
、
財
政
当
局
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

答 

 
 

現
在
日
本
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中

に
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、
24

年
度

よ
り
「
新
規
就
農
支
援
事
業
」
を
計
画

し
て
い
る
が
、
琴
平
町
に
お
い
て
も

農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
に
対
し
て
、
独
自
の
支
援
策

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

問 

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
、
認
定
農
業
者
制
度
や
法
人
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

新
規
就
農
者
支
援
と
し
て
は
、
希

望
が
あ
れ
ば
面
談
の
上
、
中
讃
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
県

の
認
定
制
度
へ
の
取
り
組
み
や
農
地

貸
借
の
斡
旋
・
紹
介
な
ど
の
支
援
・
相

談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

答 

い
と
思
い
ま
す
。 



 

 

一般質問   

琴平町議会だより 第５号   －５－   

 
 

町
は
、
国
の
予
算
審
議
結
果
に

よ
ら
ず
公
立
・
私
立
の
運
営
補
助
金

継
続
拡
充
を
求
め
る
。 

問 
 

 

11

月
19

日
の
防
災
訓
練
参
加

者
の
声
か
ら
、
参
加
自
治
会
の
受
付

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果
を
質
問
し
、

町
内
一
斉
防
災
放
送
設
備
設
置
を
提

案
。 

問 

 
 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等

３
種
接
種
事
業
継
続
と
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
接
種
を
町
と

国
に
求
め
。
議
員
提
案
権
に
よ
る
意

見
書
を
提
出
す
る
と
表
明
。 

問 

 
 

南
相
馬
市
へ
の
物
資
届
け
と
梼

原
町
訪
問
の
体
験
か
ら
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
食
品
放
射
能
汚
染
測
定
器
設

置
と
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
助
成

を
来
年
度
実
施
を
要
求
。 

問 

太
陽
光
発
電
へ
の
助
成
制
度

は
、
財
源
の
目
途
が
つ
い
た
時
点
で

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。  

答 

災
害
時
に
は
、
情
報
伝
達
・
収

集
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
等
の
調
査
・
検
討
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

答 

運
営
補
助
金
は
、
本
年
度
同
様

に
予
算
措
置
の
準
備
を
し
て
お
り
、

県
や
町
村
会
を
通
じ
て
現
行
の
継
続

拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

答 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

等
３
種
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
も
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
町
村

会
を
通
し
て
国
へ
要
望
し
て
い
き
ま

す
。(

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
渡
辺
議
員
へ
の
答
弁
と
同
じ) 

答 

 

 
 

南
海
大
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
洪

水
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
し
た
時
、

琴
平
町
行
政
と
し
て
地
域
の
災
害
情

報
の
収
集
方
法
・
そ
の
処
理
判
断
体

制
・
避
難
勧
告
な
ど
の
伝
達
方
法
に

つ
い
て
、
対
策
・
対
応
は
で
き
る
の

か
？
行
政
防
災
無
線
な
ど
の
整
備
が

必
要
で
な
い
か
？
ま
た
、
も
し
役
場

庁
舎
が
壊
滅
し
た
場
合
の
対
応
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
か
？ 

問 

大
災
害
発
生
に 

 

町
は
対
応
で
き
る
の
か
？ 

 

片岡 英樹 議員 

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
気
象
台
や

県
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
と
同
時
に

調
査
担
当
班
に
よ
り
被
害
状
況
を
把

握
し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。
情

報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
本
部
内
の
機

能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
防
災
行
政

無
線
の
導
入
も
検
討
し
た
い
と
考
え

答 

 
 

国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ

る
た
め
に
、
医
療
費
の
削
減
対
策
と

し
て
、
保
健
師
に
よ
る
個
別
保
健
指

導
の
充
実
が
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。 

 

町
民
を
一
人
で
も
多
く
「
健
康
」
に

す
る
た
め
に
健
康
・
食
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
？ 

問 

保
健
師
に
よ
る
健
康
指
導
及

び
疾
病
予
防
対
策
は
重
要
か
つ
緊
急

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

管
理
栄
養
士
も
含
め
、
指
導
・
相
談
・

食
育
等
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。 

答 

 

《
来
年
度
予
算
要
求
》 

子
育
て
、
医
療
・
福
祉
拡
充
を 

今田 勝幸 議員 

て
い
ま
す
。
役
場
が
倒
壊
し
た
場
合

は
、
本
部
機
能
を
水
道
課(

五
條
浄
水

場)

や
ヴ
ィ
ス
ポ
こ
と
ひ
ら
に
移
す

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 



 

 

議案説明   

琴平町議会だより 第5号   －６－   

町
営
住
宅
火
災
跡
地
改

修
工
事
費
５
０
０
万
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
、
財
源
は
火
災
保
険

料
に
よ
る
。 

こ
れ
は
、
２
月
に
平
松

第
一
住
宅
が
放
火
に
よ

り
火
災
が
発
生
し
、
４

戸
あ
る
中
で
１
戸
を
撤

去
し
、
後
の
３
戸
の
修

繕
す
る
た
め
の
費
用
で

す
。 

平
成
23

年
第
６
回 

11

月
臨
時
会 

 
 

主
な
歳
入
と
し
て 

・
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に
伴
う

地
方
特
例
交
付
金
の
増
額 

・
当
初
計
画
し
て
い
た
横
瀬
地
区
の

 

香
川
県
人
事
委
員
会
勧
告
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
給
料
表
の
改
定
と
現
給

保
障
に
係
る
給
料
の
切
り
替
え
に
伴

う
経
過
措
置
で
あ
る
。 

こ
の
改
正
に
よ
り
、
月
給
は
12

月

か
ら
平
均
０
・
23

％
引
き
下
げ
、
４

月
～
11

月
分
は
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
で
減

額
調
整
な
ど
を
行
う
。 

議
案
第
１
号 

 

平
成
23

年
琴
平
町
一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
４
号
） 

議
案
第
１
号 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の 

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

委
員
か
ら
の
質
問 

問 

資
源
ゴ
ミ
な
ど
は
ど
う
い
う
回
収

を
し
て
い
る
の
か
。 

答 

分
別
に
つ
い
て
も
、

来
年
度
か
ら
蛍
光

灯
・
乾
電
池
な
ど
も

考
え
て
い
き
た
い
。 

問 

香
川
県
の
満
濃
池
耐
震
診
断
事
業

(

３
千
万
円)

の
負
担
金(

琴
平
町

68

万
３
千
円)

の
負
担
割
合
は
？ 

答 

国
が
50

％
、
県
が
25

％
、
市
町
が

25

％(

２
市
３
町) 

問 

こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
の
入
場

料
に
つ
い
て
当
初
予
算
は
ど
の

よ
う
に
算
定
し
て
い
る
の
か
。 

答 

16

日
間
公
演
で
、
満
席
の
場
合
は

２
億
９
千
８
百
万
円
で
、
当
初

予
算
と
し
て
は
、
約
96

％
の
売

り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。 

問 

保
育
所
の
途
中

入
所
者
が
19

名

位
い
る
が
ど
の

様
な
対
応
を
し

て
い
る
か
。 

答 

で
き
る
だ
け
待
機
児
童
に
な
ら
な

い
よ
う
に
保
育
士
を
途
中
採
用

11

月
臨
時
会
及
び
12

月
定
例
会

の
議
案
に
つ
い
て
主
な
も
の
を

ご
説
明
し
ま
す
。 

第 5 回 11 月臨時会補正予算 (金額は万円未満を切り捨てて表示) 

会 計 名 増 額  総 額 

一 般 会 計 42 億 369 万円 500 万円  

平
成
23

年
第
５
回 

11

月
臨
時
会 

 
 

平
成
23

年
12

月
定
例
会 

 
 

議
案
第
１
号 

 

平
成
23

年
琴
平
町
一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
５
号
） 

防
火
水
槽
を
消
火
栓
の
新
設
に
よ

り
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
消
防
事
業
債
の
発
行
額
を
減

額 

・
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
に
伴
う
売
却
費

の
増
額 

・
４
月
以
降
に
３
保
育
所
で
19

名
の

児
童
が
入
所
し
、
児
童
保
護
者
負

担
金
と
し
て
、
民
生
費
負
担
金
を

増
額 

・
産
休
等
代
替
職
員
の
職
員
費
補
助

金
と
し
て
県
費
補
助
金
の
増
額 

・
住
宅
費
補
助
金
と
し
て
、
苗
田
児

童
館
の
耐
震
診
断
補
助
金
を
増
額 

主
な
歳
出
と
し
て 

・
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
減
額 

・
柳
谷
墓
地
、
塚
狭
墓
地
の
地
盤
整

備
の
修
繕
費
の
増
額 

・
満
濃
池
耐
震
診
断
負
担
金
の
増
額 

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ガ
ス
配
管

修
繕
の
た
め
管
理
委
託
料
の
増
額 

・
苗
田
児
童
館
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
耐

震
診
断
業
務
委
託
料
の
増
額 

・
文
化
会
館
の
エ
レ
ベ
タ
ー
修
繕
料

と
し
て
公
民
館
費
の
増
額 



 

 

議案説明・議会の活動   

琴平町議会だより 第5号   －７－   

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
の 

 

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を
早
期
に 

  

国
の
制
度
確
立
を
求
め
る
意
見
書 

 

本
町
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
国
の
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
等
の
３
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
事
業
」
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

し
か
し
、
本
町
で
も
全
て
の
対
象
者
に

ゆ
き
渡
っ
た
と
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

町
民
の
健
康
増
進
に
大
き
く
寄
与
し
、
医

療
費
の
増
大
を
抑
え
る
た
め
に
も
事
業

の
継
続
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
事
業
継
続
の
た
め
、
本
町
議
会

と
し
て
、
国
の
緊
急
促
進
事
業
（
時
限
措

置
）
と
な
っ
て
い
る
こ
の
事
業
継
続
を
含

め
、
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
の
ワ
ク
チ

ン
公
費
定
期
接
種
を
早
期
に
国
の
制
度

と
し
て
確
立
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

全
会
一
致
で
可
決 

 

関
係
機
関
に
意
見
書
送
付 

 

提
出
者 

山 

神 
 

 
 

猛 

賛
同
者 

眞 

鍋 
 

籌 

男 

 

〃 
 

山 

下 
 

康 

二 

 

〃 
 

籔 

内 
 

伊
佐
子 

 

〃 
 

渡 

辺 
 

信 

枝 

９
月
28

日 

10

月
６
日 

７
日 

13

日 

21

日 

27

日  

11

月
４
日  

７
日 

14

日    

21

日  

22

日 

24

日 

28

日     

1 2

月
２
日  

６
日 

７
日 

８
日 

14

日 

15

日  

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

全
員
協
議
会 

香
川
県
町
議
会
議
員
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
香
川
県
自
治
会
館) 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

視
察
研
修
（
静
岡
県
三
島
市
議
会
様
来
庁
） 

平
成
23
年(

第
５
回)

11
月
臨
時
会 

議
会
運
営
委
員
会 

総
産
経
を
主
査
と
す
る
連
合
審
査
会 

議
会
運
営
委
員
会 

人
権
・
同
和
対
策
特
別
委
員
会 

視
察
研
修
（
中
讃
地
域
に
あ
る
関
連
施
設
） 

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

平
成
23
年(

第
６
回)

11
月
臨
時
会 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

平
成
23
年
12
月
定
例
会
（
第
１
日
） 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

平
成
23
年
12
月
定
例
会
（
一
般
質
問
） 

平
成
23
年
12
月
定
例
会
（
最
終
日
） 

議
会
運
営
委
員
会 

全
員
協
議
会 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

議
会
の
活
動 

（
９
月
定
例
会
以
降
～
12
月
定
例
会
） 

議
案
第
８
号 

 

琴
平
町
税
条
例
の
一
部
を 

改
正
す
る
条
例 

し
、
対
応
し
て
い
る
。 

問 
文
化
会
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修
繕

費
39

万
の
内
訳
は
？
維
持
管
理

費
で
対
応
で
き
な
い
の
か
。 

答 

定
期
点
検
は
し
て
い
る
が
、
63

年

建
設
以
来
、
部
品
交
換
を
し
て

い
な
く
、
以
前
か
ら
、
部
品
交

換
の
指
摘
が
あ
り
、
交
換
す
る

為
に
修
理
を
す
る
も
の
で
、
今

回
緊
急
に
す
る
も
の
。 

定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
の
交
付
率

の
引
き
下
げ
を
行
う
。 

 

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
税
の
納
税

意
識
を
高
め
る
為
に
、
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
他
市
町

の
状
況
を
見
る
と
廃
止
の
傾
向
に
あ

る
。
過
去
に
住
民
税
に
つ
い
て
は
前

納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
町
で
は
、
報
奨

金
制
度
の
必
要
性
を
重
ん
じ
て
、
固

通
常
は
１
年
分
を
４
期
に
分
け
て

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
固

定
資
産
税
を
１
期
目
に
１
年
分
を

前
納
し
た
場
合
に
、
利
息
分
と
し

て
割
り
引
か
れ
る
も
の 

 

前
納
報
奨
金
と
は 

12 月定例会補正予算    (金額は万円未満を切り捨てて表示)※除く 

会  計  名    増 額 総 額 

一  般   会  計    667 万円 42 億 1,036 万円 

特

別

会

計 

国 民 健 康 保 険  4,740 万円 14 億 2,599 万円 

下 水 道  7,273 万円 4 億 1,312 万円 

駐 車 場  ※ 7 千円 1,814 万円 

介 護 保 険  2,028 万円 1 億 0,751 万円 

後期高齢者医療  1 億 4,999 万円 
       

水道事業会計  

収益的支出  7 万円 3 億 0,098 万円 

資本的収入  1,070 万円 1,596 万円 

資本的支出  2,009 万円 1 億 6,944 万円 

42 万円 



 

 

は
、
総
合
学
習
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
く
。 

   

生
涯
教
育
課 

旧
金
毘
羅
大
芝

居
の
紹
介
映
像
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

に
つ
い
て
、
案
内
ビ
デ
オ
を
新

し
く
制
作
す
る
た
め
、
国
の
補

助
事
業
で
制
作
、
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
と
し
て
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
松
平
定
知
氏
に
金
毘

羅
大
芝
居
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
う
。
完
成
予
定
は
２
月
末
。 

問 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
の
活
用
や
製

作
費
に
つ
い
て
。 

答 

20

分
程
度
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
芝

居
小
屋
の
中
で
Ｐ
Ｒ
す
る
も

の
。
製
作
費
は
約
410

万
。

（
全
額
、
国
の
補
助
） 

    
 

（
閉
会
中
の
付
託
案
件
）
教
育
・

福
祉
・
保
健
・
衛
生
に
関
す
る
調
査 

（
調
査
対
象
所
管
課
）
住
民
サ
ー

ビ
ス
課
・
福
祉
課
・
健
康
推
進
課

人
権
同
和
課
・
生
涯
教
育
課 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

11
／
13
、
秋

季
金
倉
川
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦

へ
、
約
400

名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

福
祉
課 

11
／
16
、
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
、
約
186

名
の
参
列
者

が
あ
り
、
多
数
の
献
花
が
行
わ

れ
た
。 

生
涯
教
育
課 

11
／
18
、
ま
ち
づ

く
り
科
研
究
発
表
会
開
催
、
町

内
各
小
・
中
学
校
で
授
業
公
開
・

活
動
報
告
を
し
た
。 

問 

今
年
度
で
終
わ
る
ま
ち
づ
く

り
科
に
つ
い
て
来
年
度
も
何

か
の
形
で
続
け
て
ほ
し
い
。 

答 

ま
ち
づ
く
り
科
は
21

年
度

認
可
が
全
国
12

校
で
、
今
後

総
務
課 

来
年
度
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て
、
人
件
費
を
除
き
各

課
、
内
容
等
を
踏
ま
え
た
上
で

原
則
と
し
て
１
割
の
経
費(

金
額

に
し
て
約
１
億
６
千
万
円
）
の
削
減
を

検
討
し
て
い
る
。 

意
見 

慎
重
に
や
っ
て
欲
し
い
。 

農
政
課 

７
／
３
、
農
業
委
員
会

委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
公
選

11

名
・
推
薦
５
名
が
選
ば
れ
た
。 

問 

農
業
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

削
減
の
見
直
し
は
。 

答 

農
家
の
代
表
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
削
減
に
つ
い
て
は
適

正
人
数
等
を
今
後
調
査
し
て

い
き
た

い
。 

  

 

委員会報告   

琴平町議会だより 第5号   －８－   

 

各
常
任
・
特
別
委
員
会
で
所
管
課
か
ら
の
報
告
を
受
け
審
議

し
た
、
主
な
質
疑
応
答
・
意
見
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告   

（
閉
会
中
の
付
託
案
件
）
行
財
政

改
革
・
産
業
振
興
・
建
設
・
上
下

水
道
温
泉
事
業
に
関
す
る
調
査 

（
調
査
対
象
所
管
課
）
総
務
課 

 

税
務
課
・
観
光
商
工
課
・
農
政
課 

 

建
設
下
水
道
課
・
出
納
室 

 

水
道
課  

総
務
課 

11
／
３ 

、
町
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
政
報
告

会
を
実
施
し
、
38

名
の
参
加
が

あ
っ
た
。 

問 

よ
り
多
く
参

加
い
た
い
た

だ
け
る
よ
う

創
意
工
夫
す
る
事
、
ま
た
終

わ
っ
た
後
の
反
省
な
ど
総
括

を
し
て
い
る
の
か
。 

答 

出
席
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
協
議
す
る
。 

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会

総
務
産
業
経
済
常
任
委
員
会   

 
意
見 

観
光
バ

ス
乗
降
場
の
、

ク
レ
ー
ム
及
び

問
題
点
と
し
て

バ
ス
の
冷
暖

房
・
エ
ン
ジ
ン

の
掛
け
っ
ぱ
な

し
は
止
め
る
よ

う
に
。 

    

水
道
課 

水
道
料
金
の
滞
納
整
理

は
給
水
停
止
執
行
通
知
を
71

件

発
行
し
て
お
り
、
納
入
期
限
を

12
／
２
、
未
納
の
場
合
は
12

日

以
降
随
時
給
水
停
止
を
行
っ
て

い
く
。 

問 

水
道
料
金
の
大
口
の
滞
納
者

に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。 

答 

誓
約
書
や
訪
問
督
促
、
電
話

督
促
な
ど
を
し
て
い
く
。 

教
育
厚
生

教
育
厚
生

教
育
厚
生   

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会   



 

 

委員会報告   

琴平町議会だより 第5号   －９－   

 

議
会
広
報
第
４
号
の
編
集
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
の

９
／
16
を
第
１
回
と
し
て
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
、
発
行
ま
で
４
度
の
作
業
を
委
員
全
員
が
出
席
の
も
と
行
い
ま
し
た
。 

 
掲
載
内
容
は
、
定
例
会
の
決
算
審
議
内
容
、
一
般
質
問
、
委
員
会
報
告
、
視
察
報
告
が

主
な
内
容
で
す
。 

 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
町
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
事
に
重
き
を
お
き
編
集
に
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
為
、

文
章
は
わ
か
り
や
す
く
、
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
を
は

ら
っ
た
つ
も
り
で
す
。 

 

今
後
も
、
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
責
任
の
一
環
と
し
て
広
報

の
発
行
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

政
務
調
査
費
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。 

 

議
会
の
常
任
委
員
会
等
の
一
般
傍
聴
に
つ
い
て
、
原
則

公
開
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
に
つ
い
て
、
町
長
等
に
よ
る
反
問
権
の
付
与

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
の
方
法
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。 

 

議
員
視
察
研
修
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

琴
平
町
の
町
政
報
告
会
と
の
ま
ん
の
う
町
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

【議会改革推進委員会】 

人
権
同
和
課 

11

／
14
・
15

に
豊
明
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、
健
康
相
談
参
加
者
が

35

名
、
苗
田
児
童
館
来
館
者
が
679

名
あ

り
ま
し
た
。 

 

町
内
幼
保
、
小
中
学
校
か
ら
人
権
問

題
の
啓
発
を
主
な
目
的
に
作
品
が
展
示

さ
れ
、
併
せ
て
近
隣
の
高
校
、
一
般
の

方
々
か
ら
の
作
品
が
多
く
出
展
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

問 

琴
平
中
学
校
・
人
権
劇
の
経
緯
に
つ

い
て 

答 

琴
平
中
学
校
の
独
自
の
先
進
的
な

取
り
組
み
と
し
て
毎
年
、
生
徒
自
身

の
人
権
教
育
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
。
保
護
者
等
へ
の
啓
発
と
し
て

も
非
常
に
評
価
の
高
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
ま
た
長
年
実

施
す
る
こ
と
に
伴
い

小
学
生
に
も
人
権
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。 

人
権
・
同
和
対
策

人
権
・
同
和
対
策

人
権
・
同
和
対
策   

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会   

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会   

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会   
問 
子
宮
頸
が
ん
の
対
象
年
齢

の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
全

員
が
受
け
ら
れ
た
の
か
。
ま

た
来
年
も
継
続
し
て
い
く
の

か
。 

    

答 

財
政
的
な
負
担
が
生
じ
る

の
で
財
政
当
局
と
相
談
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
に
放
射
能

の
品
質
検
査
が
１
台
い
る
の

で
は
な
い
か
。 

答 

文
科
省
か
ら
放
射
線
等
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表

が
き
た
の
で
、
今
後
そ
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。 



 

 

審議結果   

琴平町議会だより 第５号   －10－   

※可…可決 不…不採択 継…継続 ○…賛成 ×…反対 

※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。（議長 議席番号１番） 

  

議 員 名   

 議 案 名 等   

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
議 

決 

月 

日 

賛 
 

成 

反 
 

対 

議
決
結
果 

臼
杵 

善
弘 

安
川 

 

稔 

渡
辺 

信
枝 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

片
岡 

英
樹 

今
田 

勝
幸 

山
下 

康
二 

眞
鍋 

籌
男 

山
神 

 

猛 

議案第 1 号 平成２３年度琴平町一般会計補正予算（第４号） 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/14 

平成２３年（第６回）１１月臨時会の議案及び審議結果一覧 

議案第 1 号 
職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例 

8 1 可 － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 11/25 

議案第 1 号 平成２３年度琴平町一般会計補正予算（第５号） 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/15 

議案第 2 号 
平成２３年度琴平町国民健康保険特別会計補正
予算（第２号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 3 号 
平成２３年度琴平町下水道特別会計補正予算（第
２号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 4 号 
平成２３年度琴平町駐車場特別会計補正予算（第
２号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 5 号 
平成２３年度琴平町介護保険特別会計補正予算
（第２号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 6 号 
平成２３年度琴平町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 7 号 
平成２３年度琴平町水道事業会計補正予算（第２
号） 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 8 号 琴平町税条例の一部を改正する条例 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第 9 号 中讃広域行政事務組合規約の一部変更について 9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/6 

議案第10号 
香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

議案第11号 
香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少に伴う財産処分について 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 

陳情第 1 号 
じん肺患者の救済とトンネルじん肺根絶を求め
る陳情書 

3 6 不 － × × × ○ × ○ × × ○ 〃 

平成２３年１２月定例会の議案及び審議結果一覧 

発議第 1 号 
ワクチンで防げる病気のワクチン定期接種を早
期に国の制度確立を求める意見書 

9 0 可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/15 

発議第 2 号 町内中高年者の公平な雇用拡大を求める意見書 － － 継 － － － － － － － － － － 継続 

平成２３年（第５回）１１月臨時会の議案及び審議結果一覧 

お詫びと訂正 

 第４号の８ページに記載の採決結果一覧に一部誤りがありました。 

正しくは下記のとおりです。お詫びして訂正します。 

 議 員 名   

  

議 案 名 等   

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
議 

決 

月 

日 

賛 
 

成 

反 
 

対 

議
決
結
果 

臼
杵 

善
弘 

安
川 

 

稔 

渡
辺 

信
枝 

大
西 

久
夫 

籔
内
伊
佐
子 

片
岡 

英
樹 

今
田 

勝
幸 

山
下 

康
二 

眞
鍋 

籌
男 

山
神 

 

猛 

議案第 1 号 
琴平町監査委員（議会選出）の
選任について 

8 0 同 － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃 



 

 

研修・視察   

琴平町議会だより 第５号   －11－   

 

 

  10月23日高松市の香川県自治会館において香川県町村議会議長会主催の香川県町

会議員研修会に全議員が参加して行われました。一部には帝京大学経済学部地域経済学科教

授の内貴滋先生の「個性と活力の地域づくり」についてご講演があり、先生は大学教授と言

うよりも昭和56年に大分県の「一村一品運動」を全国で名を馳せた、当時の地域振興課長

で、その実践者であります。豊富な経験に基づく「ふるさとの創生」のお話をされました。

「地域の産物に付加価値を考え常に挑戦する気持ちを持ち失敗を恐れず、技術の練磨に努力

をしなければ」と、力強くお話されました。二部の講師として読売新聞東京本社編集委員の

青山彰久先生の「地方自治のみらい」についてのご講

演がありました。くらしを守る為、又地域のなりわい

を守る為に今、何をしなければならないのか、色々な

実例をあげ、含蓄のあるお話をいただきました。特に

印象に残っているものは、「町においてもし時間が

余っている職員がいたら役所にいないで、住民の元へ

出向き、住民の要望を聞かなければいけない」とのこ

とでした。この講演をこれからの町の活性化に向け生

かして行きたいと思いました。 

香川県町議会議員研修会(香川県自治会館) 

【香川県自治会館にて】 

 11月21日に教育厚生常任委員会として中讃地域にあるゴミ等関連施設を視察研修

に行きました。ゴミの最終処分場「エコランド林ヶ谷」（まんのう町）可燃ゴミ焼却施設

「仲善クリーンセンター」（琴平町）リサイクル施設「未来（みら）クルパーク」（善通寺

市）し尿処理施設「瀬戸グリーンセンター」（多度津町）。それぞれ、私たちの町民が生活

するの中で重要な施設ばかりで、気が付かないところでお世話になっている施設ばかりで

す。使用している市町で負担をして建設、運営をして

おります。特に設置している地域の方々のご理解とご

協力があって運営されていますが、それぞれ耐用年数

や地元との協力協定により、いつまでも使えるという

施設ではありません。こうしたことも念頭に、ゴミな

どの減量化の努力とともに、これからの議会審議にも

活かしてまいります。 

中讃地域のゴミ処理関連施設 視察研修 

【エコランド林ヶ谷】 



 

 

視察・編集後記  

琴平町議会だより 第５号   －12－   

議
会
の
本
会
議
・
各
委
員
会

は
、
原
則
と
し
て
傍
聴
で
き
ま

す
。
次
回
、
３
月
定
例
会
は
、
３

月
上
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。
詳
し

い
日
程
は
、
決
定
し
だ
い
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

（
傍
聴
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。
） 

会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て 

 

編 

集 

後 

記 
 

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
未
曾
有

の
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
日
本
人
に

地
震
と
津
波
、
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識

さ
せ
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
ま
し
た
。 

12
月
議
会
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
執
行
部
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
議
会
で
、
本
町
に
お
い
て
も
防

災
対
策
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。 

本
年
も
、
住
民
の
皆
様
の
付
託
に
答
え

ら
れ
る
１
年
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
御
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
(

籔
内 

記) 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員  

委
員
長 

 

籔
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伊
佐
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副
委
員
長 
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枝  

委
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発
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定

例
会

 

 
自治功労賞 

 

地
方
自
治
の
振
興
に

功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、

四
国
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
に
眞
鍋
籌
男
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

（
在
職
19

年
以
上
） 

 
自治功労賞 

 11月 7 日、静岡県三島市議会の議員３名が

ヴィスポことひらと（財）こんぴらスポーツ財団を

視察研修するため来庁されました。 

当日、生涯教育課長と財団事務局長が説明など

行い、教育厚生常任委員会委員らが意見交換する

など交流しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

【三島市議会との意見交換会】 

【ヴィスポことひら】 


